
まえがき＝資源，環境保護の観点より，アルミニウム製
品のリサイクル促進が強く求められている。第 1図にア
ルミニウム製品の製造工程概略を示す。原料であるアル
ミニウム地金を溶解し，溶湯を脱ガス，脱介在物処理
（フィルタ濾過）により清浄化した後，鋳塊をえる。そ
ののち，鋳塊を圧延，押出しなどの展伸加工，熱処理，
表面処理などを施し製品とする。これら製品は使用され
た後，スクラップとして，回収，再溶解され 2次地金を
経た後，展伸材料用原料にもちいるか，もしくは，その
まま鋳物として溶解する。溶解の後は地金をもちいた場
合と同一の工程により再び製品となる。
　アルミニウムリサイクルの特徴としては，ボーキサイ
トより新たに地金を製造する場合と比較して，これらス
クラップより 2次地金を製造するのに要するエネルギは
約 3％，また，排出するCO2も同様に約 3％で済む。す
なわち，アルミニウムのリサイクルは資源保護のみなら
ず，省エネルギ，環境保護などに大きく貢献する。
　ここでアルミニウムのリサイクルにおける技術課題と
して製品品質が挙げられ，関与する因子としては化学成

ち介在物について検討した。
　介在物は Al2�

ら介在物除去における現状の表面濾過法の課題とその解
決策について検討した。

1．試験方法

1．1　原料

　各種のスクラップをもちいた溶湯清浄度を比較するた
め，各スクラップ 100％を原料にもちいて溶解した。こ
こでは表面処理されていないスクラップとして電線屑と
JIS3004 打抜き屑（厚み 0.5mm）をもちいた。また表面
処理されたスクラップとしては，UBC（使用済アルミニ





2．2　現状の表面濾過機構による介在物除去状況

　第 7図にUBC50％と地金 50％を配合，溶解してえら
れた溶湯をもちい，現状のフィルタにて濾過した場合の



2．3．3　粘着剤による溶湯汚染

　第1表に内部濾過フィルタ前後の溶湯中のナトリウム
の化学分析値を示す。これより，内部濾過フィルタの表
面に塗布した粘着剤臭化ナトリウムによる溶湯汚染は認
められないことがわかる。


